
                       2025 年 9 月 29 日  
東京大学大学院工学系研究科 社会基盤学専攻への進学を検討している皆様へ 

2027年度大学院入試（2026年夏実施）から試験方式を変更します 

現代社会が直面する課題は、かつてないほど多様で複雑です 

気候変動、国際化と分断、人口動態の急速な変化、そして成熟しつつ老朽化するインフラ。このような課

題に立ち向かうには、既存の知識を身につけるだけでは不十分であり、課題を発見し定義する力、解決策を

調査・提案する力、そして多様な立場の人々と対話し社会を動かす力が求められます。社会基盤学専攻で

は、現代社会の複雑な課題に対応できるように学生の育成に取り組んでいます。 
こうした人材育成の理念を体現するため、大学院入試の方式を、従来型の筆記試験から、研究開発によ

る課題解決に重点を置いた口頭試問へと変更します。これにより、受験生の皆さんが持つ社会基盤学の基

礎知識に加え、柔軟な発想力、探究心、課題解決に向けた姿勢をより的確に評価します。「知識」だけでなく

「課題に取り組む力・考える力」を重視し、研究志向の学生を国際的に通用する水準の大学院入試方式で選

抜します。東京大学社会基盤学専攻で課題解決を通じて社会に貢献する力を身に付けたい方にとって、こ

れまでより挑戦しやすい大学院入試となります。 
 

＜「社会基盤学」の新しい試験方式について＞ 

●試験科目の変更 
2027 年度大学院入試（2026 年夏実施）における試験科目が以下のように変更されます。 

 

 

●「社会基盤学（専門口頭試問）」について 
社会基盤学の基礎的素養と専門的能力を確認します。「事前解答書類」#1 の内容に関連する知識・能力・

資質について試問されます。面接形式で試験を実施します。 

#1事前解答書類 
「社会基盤学（専門口頭試問）」受験者には、7 月下旬頃に提示する課題について、8 月上旬頃までに「事
前解答書類」を提出していただきます。課題内容は「社会基盤学専攻に関わる研究テーマと、それと関連す

る文献のレビュー」です。具体的な内容については、3 月の大学院進学希望者向け説明会にて説明します。 

修⼠課程 試験科⽬：
(変更前) (変更後)
社会基盤学 （専⾨⼝頭試問）
⼝述試験 （⼀般⼝述試験）
※その他の科⽬（「英語」）は従来通り実施されます。

博⼠後期課程 試験科⽬：
(変更前) (変更後)
社会基盤学
専⾨学術
社会基盤学専攻教員による⼝述試験 （⼀般⼝述試験）
※その他の科⽬（「英語」、「希望指導教員による⼝述試験」）は従来通り実施されます。

社会基盤学→

→ 社会基盤学
（専⾨⼝頭試問）



●「社会基盤学（一般口述試験）」について 
内容はこれまでの「口述試験」（修士課程） / 「社会基盤学専攻教員による口述試験」（博士後期課程）と

変わりませんが、「社会基盤学（専門口頭試問）」と一体的に面接形式で実施します。社会基盤学専攻での

修学に必要な基礎的な学力や適性を確認します。出願時提出書類（自己推薦書・英語スコア・成績証明書

など）も参考にして、質疑を行います。 
 
●志願者多数の場合の選抜 
志願者が多数の場合は、8 月末の「社会基盤学」試験の前に、出願時提出書類と事前解答書類を用いて

書類選考を行い、試験対象者の選抜を行う可能性があります。 
 

＜その他のお知らせ＞ 

●修士課程「特別口述試験」 

修士課程の入試ではこれまでと同様に、特に学業成績が優秀な学生を対象に７月に「特別口述試験」を実

施します。「特別口述試験」に合格した方は、「社会基盤学（専門口頭試問）」の試験を免除し、8 月末の大学

院入試で「社会基盤学（一般口述試験）」を受験いただきます。 
 

●「英語」試験スコアの提出 

英語能力は、これまでと同様に「TOEFL」または「TOEIC L&R」の公式スコアを提出いただくことで評価しま

す。4 月頃の募集要項公開からスコア提出までの期間が短いため、早めに英語試験を受けておくことをおす

すめします。2026 年夏実施の大学院入試では、2024 年 9 月以降に受験した英語試験スコアが有効です。 

 

●大学院進学希望者向け説明会 

2026 年 3 月頃に、社会基盤学専攻 大学院進学希望者向け説明会を行います。 

・大学院入試の新しい入試方式について、より詳しく説明します。 

・希望研究室への訪問は随時受け付けています。本専攻でどのような研究ができるかについて、専攻教員と

話ができます。専攻教員に連絡の上、積極的に訪問することを推奨します。 

社会基盤学専攻 教員リスト https://www.civil.t.u-tokyo.ac.jp/laboratory/teacher_list/ 

東京大学大学院工学系研究科 社会基盤学専攻 
連絡先： gsao [at] civil.u-tokyo.ac.jp （入試担当チーム） 
 

【注１】 過去試験での受験科目の詳細は、工学系研究科ウェブページに掲載されている 2026 年度大学院入試（2025 年夏実施）

の「工学系研究科募集要項」と「社会基盤学専攻入試案内」を読んでください。 

工学系研究科 募集要項（東京大学 工学系研究科公式サイト） 

https://www.t.u-tokyo.ac.jp/study-at-utokyo/soe/apply/guideline 

【注２】この案内に書かれている内容は、2025 年 9 月時点の情報に基づいています。試験方式の基本的枠組みは本案内の通りで

すが、実施上の詳細（提出書類の形式や時期など）は今後調整される可能性があります。出願時には、2026 年 4 月に公開される

「工学系研究科募集要項」および「社会基盤学専攻入試案内」の内容を必ずご確認ください。 

https://www.civil.t.u-tokyo.ac.jp/laboratory/teacher_list/
https://www.t.u-tokyo.ac.jp/study-at-utokyo/soe/apply/guideline

